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絹の染色に関する研究 (7 ) 
一一ビニルスルホン系反応染料による絹の染色性について一一
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序 諭
紛の染色においては一般に俊性染料が多〈用いられる
が，このほか酸性媒染染料，反応染料，直接染料，塩基
性染料，建染め染料，純物性染料などきわめて多くの染
料が使用目的によって使いわけられている。しかし近年
絹製品に対する鮮明な堅ろう染色が強〈要望きれ，酸性
媒染染料に代って新たに反応染料が注目されるようにな
ってきた。
反応染料は次式に示すよ うな構造上の特色をもち，繊
維と共有結合によって国治染色する染料であり，反応形
式から分類すると求核的置換反応する染料と求該的付加
反応する染料とに大別される。1.2)
W' .水溶性基
F マー _ーrτ二正一一寸 c発色回
IWトー →Cト→-lBI RG 1 B:接介基
一一 -一 一二二一_J RG 反応義
求絞置J典型染料としてはクロルトリアジン系染料.ク
ロルピリミジン系染料， クロルキノキザリン系染料など
がある。
また求核付加型染料としてはビニルスルホン系染料，
アクリルアミド系染料などがある。
0-NHCO-CH = CH， 
O-NHCO-C=CH， 
Br 
Acrilamide 
(Procilanなど)
Bromoacrilamide 
( Lanasolなど)
O-SO，-CH， -CH， -0-S03 H 
↓アルカリ s-sulfate-ethy Isul fone 
O-SO，司CH=CH， (Remazolなど)
Vinyl-sulfone 
反応染料による絹(フィプロイン繊維)の染色におい
( 1 ) 
ては羊毛(ケラチン織総)と巣なり.たん白質分子中の
官能基(特にシスチンの-S -S一基およびリジンなど
の塩基性アミノ般の-NH，~まなどが反応の対象となる)が
著しく少なく，また化学反応が絹特有の微細構造にf昔IJ約
されるために.反応性の高いビニルスルホン系染料が適
当と思われる。
ピニルスルホン基を反応、基とする Remazolなどの付
加型反応染料は反応基としてサルフェートエチルスルホ
ン基を有するが.染料を浴解した染浴をアルカリ性(p 
H10.5-11)にすると，次式のようにビニルスルホン基
を生成してフイプロイン繊維と反応し，さらにアルカリ
が強くなると水と反応してs-ヒドロキンスルホン基が生
成して反応しない加水分解物になる。3-8)
(フイプロイン繊維との反応)
O- SO ，~CH ， -CH ， -0・SO，Na+NaOH 
一一->0-SO， -CH=CH，+ Na，sO ，+ Hρ 
O-SO，-CH=CH，+H，N-F (絹の場合には主と して
分子末端など)
→O-SO，-CH，・CH，-NH-F (イミノ結合)
O-SO ，-CH=CH'，+HO.F (チロシン，セリン，ス
レオニンなど)
ー→O-SO，→C比 一CH-O-F (エーテル結合)
(水との反応)
O-SO ，-CH=CH， +H ，0 
一→O-SO，-CH ，-CH， -OH 
(D :染料母体.F:フィプロイン繊維)
またビニルスルホン系染料はスルホン基を有するので
酸性側の染色では酸性染料の吸着機構と問機に静電結合
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によって絹フィプロイン分子の末端アミノ基(羊毛ケラ (酸性染料)
チン分子と異なり，アルギニン，ヒスチジン， リジンな l.Solar Rubine extra (C.I.Acid Red 14) 
どの塩基性アミノ酸をほとんど含まないので，jQ1鎖アミ モノアゾ系染料.分子量:502 
メ基は著しく少ない)に染若し，染浴の pHの低下とと 2.Suminol Milling Yellow MR (C.I. Acid 
もに染着量を卓すが，染色物の湿潤堅ろう度が低下する?) Yellow 42) 。@o-SO， -CH，-CH，-OSO，+"'H3N-F ジスアゾ系染料，分子量:642 
θ@ 一+D-SO，-CH，-CH，-OSO?""H3N-F 3.Eriosin Fast Green (C.L Acid Green 25) 
そこで本研究においてはビニルスルホン系の付加型反 アントラキノン系染料.分子量:622 
応染料 (Remazol)を用い，縮緬の染色性におよぽす基 4.Erio Violet 6BN (C.I. Acid Violet 15) 
本的な染色条件にいて検討するとともに現在最も広〈用 トリアリルメタン系染料，分子量:659 
いられている敵性染料で染色した縮緬の洗たく堅ろう 5.Erythrosine B (C.I. Acid Red 51) 
度についても合わせ検討を試みた。 キサンテン系染料， 分子量:880 
材 料 ・ 6.Coomassie Blue BIS (C.L Acid B¥ue 59) 
織物材料としては 600g付一越縮緬を使用した。 アジン系染料，分子量:670 
染料としては染色特性の異なる下記の8種類のビニル 7.Quinoline Yellow 4G (C.I. Acid Yellow 3) 
スルホン系付加型反応染料 (Remazol) と 9種類の酸 キノリン系染料，分子量:479 
性染料を使用した。 8.LissamineFast Yellow AES (C.LAcid 
(反応染料) Orange 3) 
1.Remazol Yellow GGL (C.LReactiv Yellow13) ニトロ系染料，分子最:452 
モノアゾ系ビニルスルホニル誘導体，低親和性 9.Naphthol Green BN (C.LAcid Green 1) 
2. Remazol Brilliant Red 5B (C.I.Reactive Red 35) ニトロソ系染料，分子量:878 
モノアゾ系ビニルスルホニル誘導体.中緩和性 実験方法
3. Remazol Turquoise Blue G (C.LReactive Blue 1.精練方法
21) 布に対して301音量の精練液(オレイン酸セ yケン25%
フタロシアニン系ピニルスルホニル誘導体，中親 o. w.f.メタケイ酸ナトリウム 3%o.w.f，炭酸ナトリウム
和性 1 %o.w.f， )を用し" 95土 2'cで90分間精練した後，さ
4.Remazol Brilliant Yellow 7GL (一一) らに新しい精釈液にハイドロサルファイト(2 %o.w.f， ) 
5.Remazol Brilliant Red BB (C.I.Reactive を添加し，95土 2'cで60分間精練をくり返した。 精練後，
Red 21) 70'C， 40'Cの蒸留水で順次洗浄を行ない，残存する微量
モノアゾ系ビニルスルホニル誘導体.高緩和性 のセ γケン分を除去するため， 40'Cの0.05%炭酸ナ トリ
6. Remazol Brilliant Violet 5R (C.L Reactive ウム溶液を用いて15-20分間浸せき処理し後，室温め蒸
Violet 5) 水で光分に洗浄して試布を調製した。
モノアゾ(金属錯塩)系ビニルスルホニル誘導体 I 染色方法
高親和性 染色は TaiyoIncubator M-1Il型(振盛岡数 100士2
7. Remazol Brilliant Blue B (C.LReactive 回/分)を用い，下記の条件で行なった。
Blue 27) 
アントラキノン系ビニルスルホニル誘導体，高親
和性 Na ，50，30 g / t 
8. Remazol Brilliant Blue R (C.I. Reactive 
Blue 19) 
(] N~， アントラキノン系ピニルスル
~ノ人~/S03Nγ a ホニル誘導体，高親和性
8 Nk合
SO，・CH，.CH，・0・S03Na
5分 10分
( 2 ) 
30分
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染 料 3%o.w.f. 
硫酸ナトリウム 0-50g/e
炭質量ナトリウム 0-5gjt
染色温度:室極(l5-20'C)-60土 2'c 
染色時間1: 60分間
浴 比 1: 40 
1.染ヰ守!.f;ならびに染.?1最の測定
Digi ta I Spec trophotome ter目立102型を用い，使用染
料の盛大吸収波長をボめ.その波長における検査E線が1立
総であることを確認した後，残液比色法により染色前・1去の
吸光j支を測定し.次式から染.?1$と 1g織総当。)の染着
量mgとを求めた。
D-D1 
姉率 (%)=0一 X100
D-D1 1 
染桁量 (mg/g織紺)=CX一一一 ×一
D W 
D ・染色。1Jの染液の吸光j変
D1 染色後の染液の吸光度
C 染液中の染料の量 (mg)
W 試布の来最 (g)
V1.因不f量の測定
25%ピリジン水溶液を朗いて染色布を摘出 (85士2'c 
120分1m.1: 40)し，上記と|司線比色法により吸光度を
測定し.次式により 1g級統当りの固;{i量(mg)を求めた。
D -S -D， 1 
染料の間活量 (mg/g織維)=CX一一一一一一 Xー
D-D， W 
S:ピリジン船出液の吸光l支
V.行tた〈堅ろうl変
JIS L-1045に準じ.IOX5cm'の試験片・に白布 (絹布
および綿布)を添付L. MCー 1号機械法(Launder-
O-meterを用い，<'ルセルセ yケン0.5%.およびモデル
洗剤0.2%により，40:t2'Cて、30分間洗浄した)に基づい
て洗浄し洗浄乾燥後ぷ験片の変退色と添布白布の汚染
の程度をそれぞれ標準z灰色色察甲(変退色悶グレースケ
ール)および標iII灰色色票乙(汚染用クレースケール)
と比較してその堅ろう!交を判定した。なおモデル洗剤!と
しては下記の組成のものを使用した。
モデル洗剤の組成
持t 貴IJ 成 分 配合量 l
lfI鎖アルキルベンセンスルホン厳ナトリウム 20% I 
トリポリリン厳ナトリウム 30% 
に乙ケイ鮫ナトリウム 5% 
CMC 1% 
EDTA 2% 
統般ナトリウム 42% 
( 3 ) 
VI.走:1i:屯F顕微鏡による観務
日本電子襲JEM- 100B-A S 1 D型走恋電子顕微
鏡を用い.オスミウム蔽て固定処理ーした絹布 (0.5XO.5
ぽ)を銀按治資IJにより支持台に固定し，カーボン ・金の
ニ屯蒸析を行ない.加速i1I圧10KV，70-100μAで織物
の構造を観察した。
実験結果必よびその考察
1.ビニルスルホン系反応染料 (Remazol)の染色特
性について
染色特性の異なる RemazolYel.low GGL， Remazol 
Turguoise Blue G. Remazol Brilliant Blue B. Re. 
mazol Brilliant Red BB. Remazol Brilliant Red 5B， 
Remazvl Biilliant Violet 5R， Remazol Brilliant Bト
ue R 必よぴ RemazolBrillian Yellow 7Gしなどの8
径の求核付加製反応染料を用し¥係当性染色法により焼定
条件下で縮緬を後色し，染料の税和性が絹フィプロイン
繊維への染.fiならびに圏諸にわ・よぽす影響についてみる
と，図ー 1のように. Remazol Yellow GGLなどの低
親和性の染料では一般に低い染泊量を示す。また Rema.
zol Turquoise Blue GおよびRemazolBrilliant Red 
5B なと'の中級和性の染料て'Ii溶解度の高い (60g/e)
Remazol Turquoise Blue Gではきわめて低い染荷量を
示すが.溶解j支の低い (30g/ t) Remazol Brilliant 
Red 5Bでは比較的高い染.fi量を示すことか認められる。
一方 RemazolBrilliant Yellow 7GL. Remazol Bri. 
lIiant Red BB. Remazol Brilliant Violet 5R. Rema. 
zol. Brilliant Blue Bおよび RemazolBriliant Blue 
Rなどの高級和性の染料では一般に高い染渚を示し，特
に RemazolBrilliant Yellow 7GしおよびRemazolBr. 
illiant Blue Rなとγ〉溶解度の小さい (10-20g/e)法
料では著し く高い染着最を示す傾向が認められる。
一方上記8検知のRemazol 染料で染色した縮緬の染
料開着性についてみると. Remazol Brilliant Yellow 
7GL. Remazol Brilliant Violet 5R. Remazol Bri. 
1 ian t Blue RおよびRemazolBrilliant Red 5Bなど
の高一中級利性の溶解度の低い (10-30g/e)染料では
一般に高い問，{i最を示し.繊紛'と強〈結合することが認
められるが， Remazol Briliant Red BB. Remazol 
Brilliant Blue B. Remazol Turquoise Blue Gおよひ
Remazol Brilliant Yellow GGしなどの高ー低級初性の
溶解度の高い (60-75g / e )染料ではいずれもlj1:い悶治
量を示す傾向が認められた。
このよ うにRemazol 染料による縮緬の染色において
は悶荷性が高UIiー 中親和性の溶解度の低い染料を使用
するのが好ま しも、。一般に Remazol染料による羊.もケラ
74 被
染若量(困若量)mg/g布。 10 20 30 
Remazol Yellow GGL 
Remazol Brill. Blue B 
Remazol Brill. Red BB 
Remazol Brill. Red 5B 
Remazol Brill. Violet 5R 
Remazol Brill. Blue R 
o 10 20 30 
亡コ.染着量区函:固着量
(染色条件)
染 料 3% (o.w.f) 
硫置をナトリウム:50 g / ~ 
炭酸ナトリウム 2gn 
染色時間:60分間
染色温度:室猛→60土 2'c 
液 比:l' : 40 
(脱着条件)
抽 出 液:25%ピリジン水溶液
抽出時間:120分間
抽出温度:85土2.C
液比 1: 40 
図ー 1 ビニルスルホン系染料 (Remazol)に
よる縮緬の染色特性について
チン繊維の染色では緩和性の高い染料ほど染料悶着性も
増すといわれているが，このような現象は繊維の官能碁
に基因するものと思われる。ビニルスルホン系染料の官
能基に対する相対反応伎の順序はシステインのチオール
基 S H>末端アミノ基-NHz>ヒスチヂンのイミダゾ
ール基のイミド-NHー 〉リジンの側鎖アミノ基-NHuセ
リンの水酸基一OHであり，特にチオール基とはpH2-
10の範囲で強〈反応することが認められ，これらの反応
は染料のビニル基へ活性水素化合物が共役付加するため
と考えられている。
したがってグリンン，アラニン，セリンおよびチロシ
ンなどの4穫の特定のアミノ酸によって様成されている
絹フィプロイン繊維の染色においては羊毛ケラチン繊維
に比し，著しく不都合な点が多いが，主として末端アミ
ノ基，セリンおよびチロシンの水酸基などが反応の対象
になるものと思われる。
sIi 
( 4 ) 
学
11.標準染色法について引
Remazol Brilliant Yellow 7GL， Remazol Brili・
ant Violet 5Rおよび'RemazolBrilliant Blue R など
の 3 穫の高親和性の溶解度の低い (10-20g/~)反応染
料を用い，標準染色法により規定条件下で染色し.各染
色過程における縮緬の染色性についてみると，図-2の
ように，いずれも第 1段階の染色過程の中性染浴中では
比較的安定な反応性を示し，また酸性染料の場合と同様
に，硫圏全ナトリウムなどの中性塩を添加すると繊維に対
する親和性が高まり，特にモノアゾ系金属錯塩およびア
ントラキノンを染料母体とする RemazolViolet 5R お
よび RemazolBrilliant Blue R などでは染色時間が増
すにつれて染着率もかなり増加する傾向が認められる。
また Remazol染料の中性染浴に炭駿ナトリウムを添加
した第2段階の染色過程についてみると，絹フィプロイ
ン繊維に対する親和性が急激に増大し，染色時間が増す
につれて高い染着率を示す傾向が認められる。しかしさ
らに硫酸ナトリウムを補足添加する第3段階の染色過程
て的は，ほとんどその添加効果が認められない。
このようにピニルスルホン系反応染料 (Remazol)に
よる縮緬の染色においては硫酸ナトリウムなどの中性塩
や，炭酸ナトリウムなどのアルカ リ性溢の添加により，
親和性が増し，染料はアルカリの存在下で絹フ ィブロイ
ン繊維に共有結合などで強〈悶策されるが，アルカリ添
加後の硫酸ナトリウムの補足添加の効果はほとんど無視
できるものと思われる。
しかし Remazol染料の機造が明らかでなく，染料母
体に酸性染料，金属錯塩染料などが用いられているので，
本実験においては以下標準色法により染色を行なった。
m.染料濃度について
Remazol Brilliant Yellow 7GL. Remazol Brilli・
ant Violet 5R， Remazol Brilliant Blue RおよびRe.
mazol Turquoise Blue Gなどの4綾のピニルスルホン
系反応染料を用い，縮緬を標準染色法により規定条件下
で染色し，染浴中の染料濃度が染増量ならびに因究主量に
およぽす影響についてみると，図-3，図-4のように，
Remazol Br】IliantYe))ow 7GL， Remazol Brilliant 
Violet 5RおよびRemazolBriliant Blue Rなどの高
親和性の染料で与は染料波度が増すにつれて直線的な比例
関係をも って染若量が地大するが. Remazol Turquoise 
Blue G などの中親和性の染料では染料濃度の増加に伴
う染着量の割合が比較的低<.直線的な比例関係を示さ
ないことが認められる。
一方RemazolBrilliant Yellow 7GL， Remazol Bri. 
1 iant Blue RおよびRemazolBrill iant Violet 5R な
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(Remazol Brill. Yellow 7GL (Remazol Brill. Violet 5R) (Remazol Brill. Blue R) 
γ=;4100 
もた 80 
:r 
60 
率
40 
% 
) 
どっ
時間
~3 段階
60'C土 2'(;
第2段階 30分、
笠コ也
、分.10分
15分
0:染料 (3 %o.w.f) + Na ，SO，50 g / t 
ム"十 1 +Na ，C030.5 g / e ・ 1 + 1 + /1 +Na，SO，30g/e 
国一 2 Remazol染料による紡緬の染着率一時間曲線 (t:ij(染色法)
どの高級和性の染料では一般に求絞置換~i反応染料に比
L.多少低い図.<<Ht:を示し，染料濃度が3%。目w.f 以下
では染料濃度と染料1;t1;1'量との聞には直線的な比例関係
が認められるが.染料波伎が3%o.w.f 以上の1\~\il)Jl:に
なると染泊量に対する回，{i量の割合が減少し，特にRe.
mazol Brilliant Yellow 7Gしおよひ'RemazolBrilli. 
ant Violet 5Rなどにその傾向が顕著に認められる。
また RemazolTurquoise Blue G などの中税初性の
も食料では高親和性の染料に比L.染若畳に対する悶;1H誌
の割合が極めて{氏<.tiミ料1良l支のi{jl)日に{半なってさらに
凶治量の割合力、低下する{頃li'JiJ'認められる。
このように Remazol 染料による縮緬の染色において
は染料濃度は染色する色相によって決定しなければなら
ないが，高親初性の染料てι3%o.¥V.f 以上の高濃!企ー に
なると染料困裁量ヵ、低下するので倒々の後料の悶;(;続す
なわちカラーイールドや，研i般ナトリウムなどの中竹:溢
添加:最を増して染料問;riiJ:をI曽す.いわゆるビルドアッ
プ也:ーなどを充分々@:しなければならない。
なお染料のil:JH"'が多くなるほど同一決色時r.JJ内ては
( 5 ) 
平衡に込しにくくなる傾向が必められるので. .~色叫IlH
のl両iからも&fI.し得ると思われるか.実際にはlA，:色時IHJ
をできるだけ制紘L.染色法を単一化するi可ili付吋小、。
したカ、って染料使用誌を.l¥':してカラーイールドを出め
ることはほとんどなし側々の染料によって'ftなるピル
ドア yプ性や.アルカリ性電解'plによる反応性および染
色温度特性との組み合せて'改善されねば主らないものと
思わtlる
VI.硫厳ナトリウム浪度について
Remazol Brilliant Yello¥V 7GL. Remazol Brilliant 
Violet 5R J:iよひ RemazolBrilliant Blue R などの3
純のρi貌初代の反応染料を用い.*<<.紬をt:"lq染色法によ
リ規定条('1ドて染色し.硫闘をナトリウムの添加盆カ、染，{i
むtならひに例』i止におよばす彬斜iについてみると，図-
5グ3ように. Ren1azol Brilliant Yellow 7GLおよびRe.
mazol Brilliant Blue R では研請をナトリウムの無添加l
染浴て L1:)'、必リ}ldをd、L. ~浴中の骨1G内全ナトリウムの
添11，:かWI寸lニつれてさらにわすかながら!.I:i，{i鼠をJ暫し.
30g / ~ inl立前後てはば十伶?に止する何lIi，)iJ'認められる。
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(Remazol Turquoise Blue G) I (Remazol Brilliant Violet 5R) 
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図-3 染浴中の染料濃度が総i緬iの染ョ荷量ならびに困才f量におよほす影響について
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図-4 染浴中の染料濃度が縮緬の染五i量ならびに凶務長会におよぽす影響について
度 (%o.w.f) 
しかし RemazolBrilliant Violet 5Rなどσ〉モノアソザ
系の両親和性染料におL、ては硫般ナトリウムの無添加染
浴では比較的低い染ぷ祉をぷすが，染浴中・の疏間金ナトリ
ウムの添加訟をJ析すにつれて著しく染苅Mが楠す傾向
が認められる。
一方染浴中に添加する硫酸ナトリウムの濃度と染料図
者最との関係についてみると，いずれの染料においても
染浴中の硫鮫ナトリウムの濃度が鼎すにつれて染Zif誌と
同僚に聞必量も地加する傾向が認められる。
このように高親和刊;のビニルスルホン系染料による縮
緬の染色においては一般に統駿ナトリウムなどの中性湿
の量を減じてもカラーイールドの低下は比較的少ないも
( 6 ) 
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図-5 染浴中の硫員長ナトリウムの添加盆が縮緬の染着誌ならびに岡恭量におよぽす影響について
めと忠われるか.- }j ビルドア ッ プ性のす ぐれた~.jq L
aJ!.められる。
V.アルカリ性電解質濃度について
Remazol Brilliant Yellow 7GL. Remazol Brilliant 
Violet 5RおよびRemaz.olBrilliant Blue R などの3
慢のお緩和性の反応染料を用い.縮緬を傑準染色法によ
り規定条件下で染色し，炭酸ナトリウムの添加量が染Ai:
位ならびにlm，;'1量におよIfす影響についてみると.図-
6のように.いずれの染料に布いても染浴中に添加する
決般ナトリウムの濃度がo3g/e前後で最も高い染着抗を
ポし.染浴中の炭鮫ナ 1.1)ウムの添)J1I1誌がJilすにつれて
染杭最が低下する傾向を示し. Remazol Brilliant Ye. 
Ilow 7GLおよびRemaz.olBrilliant Blue Rなどでは比
較的染着量の低下が少ないが.Remazol Briliant Vio・
let 5Rなどの肉親和性のモノアゾ系ピニルスルホン染料
ではその傾IJが顕著に認められる。
-}j染浴中に添加する炭般ナトリウムの濃度と閏li)，(
との関係についてみると.いずれの染料に必いても染浴
中に添加する炭餓ナ トリ ウムの濃度をめすと，染料t1;Lfi
五W:染，fil止にほぼ類似の傾向を示し. Remazol Brilli. 
ant Blue R むよび RemazolBrilliant Violet 5Rなどの
染料においでは染浴中への炭般ナト リウムに添加1I!が0.5
g/e前後の{除機度で最も向い問42量を示し.Remazol 
Brillliant Yellow 7Gしおよひ'RemazolBrilliant VIO・
let 5Rて1ま皮肉まナトリウムの添加1量が0.5- 1g /~ 以 l:
の波l支でほぼ一定に達するが. Remazol Brilliant Blue 
( 7 ) 
Rなどの高級和信:のアントラキノン系ビニルスルホン染
料では炭酸ナトリウムの添加量をI脅すにつれて染料伊l"vl
fEはさらに低下することが認められる。
このよ うに Remazol染料による縮緬の染色において
は炭鮫ナトリウムなどのアルカリの適盆添加 (0.3-0.5
g/ e)によリ染料の波布1ft:が持しくt('jL，染A22量およ
びl~ ll 1設 も地大するが. 炭酸ナトリウムの添加l量が多過
ぎると染料の加水分解を不必要におこしてかえって染，;'1
E立が減少することが認められる。
なおアルカリ作.~~解質としては炭般ナトリウムなどの
他にリ ン員長一 3ー ナ トリ ウム.水際化ナトリウムなども
使用されるが，総i緬の染色においては染色1去の風合いを
々[M.すると炭絞ナトリウムなどの弱アルカリ性電解質が
適当と思われる。
前線平日性の Remazo l 染料Ij，~色温度が低くなると多
祉のアルカリが必要とされるが，前記のよ うにアルカリ
の添加沼には限界があるので，低温染色においては染色
時Il¥lを長くしてカ ラーイールドを高める必要がある。
Vl. i先た〈竪ろう度について
耐紛h緬の染色はi従逆J米6長t工芸的な乎法によるものが多〈し.色
宇栴相fIに，1.1.点!
てで 一般に溢t聞ならびに洗た〈畷ろう度がfH:< ，特にift
色~めではそのMlíqが顕著に認められる。
また生糸の州f.UI(]11:1をたくみに利用した一越縮緬，
変り無地総緬.場j倫子紡緬，紋総子縮緬およびフラ ット
クレ ープなどの~~i撚糸使用紘物 ( Plate 1)の染色にお
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図-6 ~浴中の炭椴ナトリウムの添IJlIl，(が*ri.舗の~;?H立ならびに 11;1 -rH，(!ニおよぽす影響
いては1余裕中でよこ糸強撚糸の撚り戻りのためにかき献
になってたて糸のcrlmpが地したり，また糸密度が向い
ために糸のfreedomが減少したりするので，他の絹織物
に比し糸自体にかかる張力が大きく なって染色性の低下
や.糸!)'J部の応力むらによるw1めむら主どがおこりやす
いことが指摘されているJ0.2U
そこでまず染色特性の~'~なる 8 純釘1のピニルスルホン
系染料で染色した縮緬と， 9 的UIの貫主11:染料で~色した
*li*品!の洗たく限ろう1.1:を J1 S， L -1045にホじそれぞ
れ比較すると 表ー 1，褒-2のように.ピニルスルホ
ン系uと料では RemazolBrilliant Red [3Bなどのi作制度
の171い一部の染料を除いては変j込色および汚染 (紛，(ti，
純1，(1;)とも惨めてすぐれた略.ろう j交を示すことが:Zめら
Jlる
また現在紛の染色に ~n 多< j定1Mされている間金利:染料
では一般に洗たく~ろう j支は拾しく flj;< ，特にジスアゾ
系~料およびアジン系染料を除く 他の捻料てはその似lí'J
が~!fi -i'í:に必!めらtLる。
-}j使川した洗剤 (マルセルセ yケンならびにモデル
合成洗剤)r.llの墜ろうj支の必然についてみると.Rema-
.zol染料による染色物ではあまリ IJ)維な差異'j;認められ
ないか.同支fl染料による染色物ては染料備造によリ包ろ
うj文に恭兵が認められ.ジスアゾ系染料，アントラキノ
ン系染料. トリアリルメタン系染料，アジン系染料お.よ
びニトロソ系染料て'はイT成洗剤による洗たく l民ろうl立が
セ yケンの場合に比し， j氏〈判定される。
このようにヒニルスルホン系の求紋付加明反応染料に
よる紛の淡色にむいては現在!よく似nlされている般伺染
料の場合にJヒし， 昨しく，.目:i~、洗たく駆ろう伎を示すこと
( 8 ) 
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か，認められ.ピニルスルホン系染料の多くが他のI{IL:染
料にない政法性すなわちロンガリ ッ トCなどで1'11<.L i~}' 
ることなどを考1. !iするならは初服地の染色分野への比;J刊
し充分にj制作される。
Plate 1.強燃糸を使用した絹織物
A.一越新i初日
B. 変。)無J也前h緬
C.駒倫 H宿緬
D.紋倫f針itDu
E.フラ ット7レーフ
(走1i:氾 r-顕微鋭)
総括
本研究てはi1t.たく限ろうJ支.i!u.il"jWfろうl支がI:j< .鮮
明な色本1を特徴とするポ核付加聖1fi. rむ染料の Remazol
染料(ヒ ニルスルホン系染料)をJ郎、て*ii7ィブロイン
表-1 Remazo 1 w:料で染色した縮緬の洗た〈昭ろん度
j1J ~ !.i: 府ト 洗剤の純~i 変.ili色
制i 布 斜1 .{Ji 
セγケン 5 *，1 5 級 5 級
Remazol Yelow GGL 
合成洗剤 5 5 5 
セ yケン 4 -5 5 4 -5 
Remazol Brill. Red 58 
合成洗剤 4 -5 5 5 
セッケン 4 -5 5 5 
Rcmazol Turquoise sluc G 
合成洗剤 4 -5 5 5 
セ yケン 5 5 5 
Remazol Brill. Yelow 7Gし
合成洗剤 5 5 5 
セッケン 4 -5 4 -5 5 
Remazol Brill. Red BB 
合成洗剤l 4 -5 5 4 5 
セッケン 5 5 4 -5 
Remazol Brill. Violet 5R 
合成洗剤 5 5 4 -5 
セッケン 4 -5 5 5 
Remazol Brill. slue s 
千子成洗剤l 4 -5 5 5 
セッケン 4 -5 5 5 
Remazol srill. Blue R 
子ヤ成洗剤 4-5 I 4-5 5 ..__ 
( 9 ) 
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褒-2 鮫↑生染料で染色した縮緬の洗たく竪ろ う!変
染 料 洗剤の種類
Solar Rubine extra 
セッケン
合成洗剤
Suminol Mill. Yellow MR 
セッケン
合成洗剤
Eriosin Fast Green 
セッケン
合成洗剤
Erio Violet 6 BN 
セッケン
合成洗剤
Erythros ine B 
セッケン
合成洗浄l
セッケン
Coomassie Blue BIS 
合成洗剤l
Quinoline Yellow 4G 
セ yケン
千子成洗剤
セッケン
Lissamine Fast Yellow AES 
合成洗剤l
セッケン
Naphtol Green BN 
会盛並創
繊維を染色し，標準決色法における染色性について検討
するとともに， J 1 S L -I045に準 じ染色布の洗たく~
ろう!交についてもあわせ検討を行なった。
1 )ビニルスルホン系反応染料 (Remazol染料)によ
る紛の染色においては溶解l庄の小さい (10-30g/ t) 
町一中親和性の染料を用いると，一般に高い染着量およ
び国. tj量を示すことが認められる。
(2) 染浴中の染料濃度は染色する色相によって決定し
なければならないが，肉親和11:のビニルスホン系反応染
料でも 3%o.w.f 以上の日j度j支になるともた料の凶ilViil1:が
低下するので.側々の染料の色力や.ビルドアッ プ性を
充分に与..!f.しなければならない。
(3) ビニルスルホン系反応染料による絹フィプロイ ン
繊維の染色においては染浴'1の硫固まナトリウムの濃度が
I析すにつれて染着量ならびに困お盆む嶋力1するが，肉親
和性の染料では一般にE米政ナトリウムの添加盆をある組
J交j成じても カラーイールドの低下は比較的少なしアル
カリ添Jll表の硫酸ナトリウムのtli足効果はほとんど無税
できるものと思われる。
(4) ピニルスルホン系反応染料による紛フィプロイン
繊縦iの染色においては炭般ナトリウムなどのアルカリ性
必両手伐の遮足 (0.3-0.5g / e )使用により，染料の.?JI.
干1性が:普しく増iし，染者最ならびに悶xi越が明大するか.
j栄町長ナトリウムの添加l五tが多すぎると染料の加水分解.を
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汚 染
変退色
絹 1首 綿 布
l 級 Z 級 1 級
l 2 1 
3 2 
3 
2 2 
2 l 
l 2 4 -5 
2 1 4 
1 l 2 
l 
3 3 4 5 
3 2 4 
1 2 2 
l 2 l 
1 2 4 5 
1 4 
l よ3 z 
1 3 1 
不必要にひきおこし，染治主主が減少する。
(5) ビニルスルホン系反応染料による絹の染色布にお
いては現在最も広〈使用されている綬性染料の場合に比
し，著しく高い洗たく監ろう1度を示すこ とが認められる。
またピニルスルホン系染料，;1:他の反応染料にない抜染性
などを有するのて:このような点を考慮するならば緩i緬
なと'の絹織物の染色分野への応用も充分に期待される。
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Summary 
The reactive dyes being totally dependent on the reactive groups for their function of exhaustion on fibers， 
are much released from the structural restrictions as a chromogen molecule， and as a result a wide variety 01 
dyes having distinctive color is available. AIso it is said to be superior in wet fastness properties. 
Reactive dyes may be broadly classified according to their reactive groups ， into substitution m~chanism 
reactive dyes， such as， chlortriazine derivatives， chlorpyrimidine derivatives， chloroquinoxaline derivatives 
and chloropyridazone derivatives， and addition mechanism reactive dyes， such as， vinyl sulphone derivatives 
and acrylamide derivatives. 
Vinyl sulphon dyes， such as， Remazol are available as a sulphate ethyl sulphone dyes. The ester type is 
activated by the desorption reaction of alkali and becomes a vinyl type， and is f ollowed by a conjugated addition. 
~SO，CH，O・ S03Na
↓OH・
D-SO，CH= CH，+ H，O+ NaSOl3 
Vinyl sulphone deys react strongly with the thiol gropp (-SH) of cystein within a pH range of 2-10. 
ln weak acids they also react with the terminal amino group of proteins， the imidazole group (働NH・)of his-
tidine， the side chain amino group (-NH，) of Iysine， the hydroxide group (・OH)of serine or tyrosine， however， 
ever， not so strongly as with the thiol group. These reactions are thought to be due to the conjugated addit-
ion of active hydrogen compound lO the vinyl group. Therefore， since silk fibers， unlike wool fibers， contain 
practically no thiol group， the existence of terminal amino group and hydroxide group is of iπportance. 
Several theories have been abvanced as to the mechanism of the reaction between the vinyl sulphone dyes 
and protein fibers. 
D-SO，CH = CH， +HO-P (H，N-P) 
i 
mω2ω引 Hg
(D-SO，CH-CH，NH P+ H ) 
↓ 
D-S02CH2CH，O-P 
(D-SO，CH2CH，NIl P) 
In the acidic reaction. an ionic bond similar to the adsorption of acid dyes to protein fibers may be consi-
dered. 
D402CMM sof+刷 P
θ@ D-SO，CH，CH，O-SO;--' 'L'H3N~P 
( P: protein) 
1n the dyeing of silk by Remazol dyes， a covalent bond is formed in the alkaline side， between the dye and 
the fiber， howevcr， it is necessary to select a dye which has reactive group and chromophore suited to the 
chemical structure of silk protein. 
1n the present study， addition mechanism reactive dyes， such as， Remazol were used to investigate the 
fundamental dyeing conditions which influence thedyeing affinity of crape， and also the color fastness to wash. 
ing of the dyed material. 
1) 1n the dyeing of silk by vinyl sulphone dyes， a high degree of color fixing is generally noted， when dyes 
with a low solubility and with a high to mediumchemical affinity are used. 
2) 1n the high affinity vinyl sulphone dyes， the color yield diminishes comparatively littJe， even if the amo・
????
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unt of sodium sulfate is.decreased to a certain extent. The effect of the supplementary addition of sodium suf-
fate after the addition of alkali is negligible. 
3) In the dyeing of silk by vinyl sulphone dyes， the addition of alkali， such as， sodium carbonate in proper 
amounts (O.3-0.5gjt) markedly increases dye affinity. 1t also increases exhaustion and fixing， however， 
when the amount of sodium carbonate exceeds the proper arrount， an unnecessary hydrolysis of the dyes occ. 
urS and decreases the exhaustion. 
4) Although， the dye concentration is determined by the color concentration is raised to over 3 %， the fix. 
ing decreases. Consequently， the color concentration and build-up of the individual dye must be taken into 
consideration. As the amount of dye used increases， equilibrium cannot be reached within the same length of time 
Consequently， actually， there is a tendency to shorten the dye ing time and to unify the dyeing method. 
Therefo.re， itis better to improve color yield not by increasing the amount of the dye， but by combining the dト
fferent build-up properties of various dyes， reactivity due to alkaline electrolytes ar¥d specificity of dyeing 
temperature. 
5) Silk materials dyed with vinyl sulphone dyes exhibit a stronger color fastness to washing than mater凶 ls
dyed by acid dyes， which are most widely used at present. Also， since vinyl sulphone dyes possess the pro. 
perty of discharge printing， there is every possihility that they may be used advantageously in the dyeing of 
crape. 
(12) 
